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　今回は，生活支援記録法に関心を持った方が，

主体的に取り組んでいただけるような演習企画を

紹介します。

　生活支援記録法は，ICF，生活支援，ストレン

グス視点，利用者中心主義といった理論に基づい

ていることや，介護プロフェッショナルキャリア

段位制度※１との関連についてはこれまでに触れま

した。紙幅の都合上，理論的背景の理解を深める

ための教材そのものを紹介することはできませんが，

筆者が開発してきた教材を列挙しておきます（表１）。

４段階の研修プログラム

　筆者はこれまで，新潟県介護福祉士会などによ

るファーストステップ研修のプログラムの１つと

して，またＡ県のＢ居宅介護支援事業所における

介護支援専門員を対象とした実践的研究や，本企

画の第２回（本誌Vol.13，No.２）で紹介した特別

養護老人ホームこうめの里における生活場面面

接・生活支援記録法の研修プログラムとして，次

のような４段階を経て生活支援記録法の導入を進

めることが重要であることが分かりました。

第１段階：生活支援の理論（生活場面面接など）

への理解を深める必要性を共有する段階

第２段階：「生活場面面接ワークシート」の試行・

活用の段階

第３段階：「生活支援記録法」の個人による試行

段階

第４段階：「生活支援記録法」のチームでの共有・

試行・定着の段階

　以下，文中の■部分は，本企画の第１回（本

誌Vol.13，No.１）と第２回に掲載されたものです。

　生活支援の理論に基づいて生活支援記録法を導

入するに当たっては， 「生活支援（生活場面面

接・生活支援記録法）による実践・OJTを通じた

変化」  （第２回P.79，図参照）が示すように，第

１段階から段階的に進めていくことが理想的です

が，生活支援記録法そのものは，現場の状況に応

じて第２段階以降のいずれの段階からでも実施す

ることが可能です。

◉第１段階：生活支援の理論
（生活場面面接など）への理解を

深める必要性を共有する段階
　生活支援記録法は，生活支援を通じた利用者と

４段階の研修プログラム

※１　介護プロフェッショナルキャリア段位制度１）では，評価
の根拠やOJTに活用する観点から記録の整備が求められ
ています。
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のコミュニケーションが多様な影響をもたらすと

考え，それを効果的・効率的に記録するための方

法であることから，利用者とのコミュニケーショ

ンの意味を理解する必要があります。

　まず，支援困難な利用者や，よくあるような拒

否的な場面において，意図的なかかわりができて

いるか，うまく対応できた場面がチーム内で共有

状況などをディスカッションします（表２）。

　次に，意図的なコミュニケーションの必要性を

共有するため前述の内容について学習し，実践と

ICFや生活モデルを背景とした生活場面面接につ

いては，表３に示したような内容・考え方を学び

ます。 生活場面面接の定義 および「利用者の持

てる力を高めるプロセスの結果図」  （第１回参

照）は教材となるテキストなども刊行されていま

すので，参考にしてください。

　すでに，パーソン・センタード・ケアやユマニ

チュード，回想法や学習療法などを導入し，基本

的なケアとしてコミュニケーションを重視してき

た場合は，生活場面面接研修はあえて必要ないと

考えるかもしれませんが， 「生活支援記録法の特

徴と効果」  （第１回参照）とコミュニケーション

についての理解や説明が十分でない場合には，第

１段階（表１）の内容を確認することを推奨します。

◉第２段階：「生活場面面接ワークシート」
の試行・活用の段階

　生活場面面接の意図的な実践をリフレクション※２

し，活用した「生活場面面接プロセス概念」※３，

コミュニケーションやカウンセリングの技法など

①生活の特性（多面性・構造・連鎖性など）
②介護実践の特性
③統合的援助がもたらす効果
④IPW（多職種連携実践）の構造と要素
⑤ICF版の介護実践構造図（利用者と環境・ケアチー
ムとの相互作用／生活支援のためのケアマネジメ
ントと個別介護計画／利用者ニーズ中心の目標指
向型の介護過程）
⑥ICFの構成要素の内容（生活モデルの理解に必要
なものを例示）
⑦ICFの特性から介護福祉専門職への期待
⑧ICFにおける生活モデルの適用～ ICFと生活ニーズ
との関係
⑨介護過程と生活支援技術～ ICFの視点による実行
状況・生活場面でのアセスメントの特徴
⑩実行状況・生活場面でのアセスメントの効果～意
図的・段階的な展開場面の分析

［表１］生活支援記録法の理論的背景を学ぶための
                 教材（太字は特に重要なもの）

意図的なコミュニケーションが有効だと考える
利用者・場面

•支援困難な利用者や，よくあるような拒否的な場面
などを思い起こす。
•利用者の持てる力を高めることができた場面では，
なぜそのようにできたのか。

うまく対応できた時，介護にそれを活用できているか
•個人で振り返りができているか。
•チームで共有できているか。

［表２］介護における意図的なコミュニケーション
                （場面・共有の必要性）

①生活支援であるケアと一体的なコミュニケーション
の可視化～生活場面での面接として
②生活支援としての生活場面面接の定義・効果
③利用者の持てる力を高める生活場面面接のプロセ
ス・生活場面面接の典型例
④生活場面面接と学んできたコミュニケーションとの
関係
⑤生活場面面接の概念・特徴的な場面・チェックリスト
⑥「生活場面面接ワークシート」の意義・典型例
⑦「生活場面面接ワークシート」の書き方
⑧ 「生活場面面接ワークシート」を用いたロールプレイ
⑨ 「生活場面面接ワークシート」の活用による場面・
事例分析

［表３］生活場面面接研修の主な内容

※２　リフレクションとは，「リフレクションは通常，省察あるいは内省，熟考と訳される。リフレクションは体験を通して生じた驚き
や謎，気になることなどについて，その現象と自分の理解　について考えることである。多様な見方・考え方を検討することに
よって自分の見方・考え方に変化がもたらされる」というものです２）。

※３　生活場面面接プロセス概念とは，生活場面面接による利用者の「持てる力」を高めるプロセスを構成する，「意味・方向性の探索」
などの20の概念を指しています３）。
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の能力を高める段階です。具体的には，「生活場

面面接ワークシート」を記載してリフレクション

をしたり，ロールプレイを行ったりします。「生

活場面面接ワークシート」は，もともと生活場面

面接を意図的に活用できるようになるための訓

練用の教材として開発したもので，第１回P.76の

表９に，その理論的根拠を図示しています。「生

活場面面接ワークシート」は，同時に生活支援記

録法の訓練用の教材としても活用することができ

ます。

　これまでの研修では，「生活場面面接ワークシー

ト」を通じて，困難場面への解決方法を見いだす

ほか，チームとしてのケア方法の統一，事例検討

の活用，場面集の作成など，有意義な成果が生ま

れてきました。「生活場面面接ワークシート」の

記入方法は後に紹介します。このように，「生活

場面面接ワークシート」により，生活場面面接の

意図的な実践を図ることはできますが，その実践

を日々の経過記録に記すことが求められることか

ら，生活支援記録法を開発するに至りました。

　この第２段階から始めることを選択する場合は，

生活支援記録法の導入に先立って，「生活場面面

接ワークシート」による訓練が有効であると説明

して進めるとよいでしょう。ただし，実際に業務

で使用している記録の様式に，「生活場面面接ワー

クシート」の内容をそのまま記載することは困難

ですので，そこから生活支援記録法の必要性の共

有化を図ります。

◉第３段階：「生活支援記録法」の 
個人による試行段階

　認知症ケアや個別ケアを重視する中で，介護職

の気づきや観察力，コミュニケーション力が高まっ

ていますので，こうした介護職による意図的な実

践を記録する方法への関心がある場合には，すぐ

にでも始めることができます。施設全体で生活支

援記録法をすぐに導入できない場合でも，まずは

職場での理解を得た上で一人の介護職が試行する

こともできます。

　具体的な事例を紹介しましょう。日本介護福祉

士会によるファーストステップ研修の科目「的確

な観察・記録とチームケアへの展開」の事後課題

（学んできた複数の記録法の中で，特定の記録法

を用いてある場面を記録し，その感想をまとめる

という課題）において，生活支援記録法を選択し

た研修受講者の感想には，表４に示すような特徴

がありました。

　表４のような問題意識を持つ方は，職場の記

録委員会やリーダーなどに相談して，生活支援記

録法にチャレンジしてみてはいかがでしょうか。

　 「生活支援（生活場面面接・生活支援記録法）

による実践・OJTを通じた変化」 の成果が示唆す

るように，生活支援記録法の試行により，どのよ

うな変化があったのかについて評価することが重

要です。または， 「生活支援記録法の特徴と効果」　

にて確認してもよいでしょう。

•ケアプランと連動したモニタリングに経過記録を役
立てたいという動機がある。
•職場の記録委員会などに所属していたり，観察力や
気づきを高めたいという動機がある。
•意図的なコミュニケーションの記録ができないこと
への問題意識がある。
•困難場面への対応などを共有しようと試行錯誤した
経験がある。
•SOAPを用いた記録では，ケアの内容を書きにくい
ことへの疑問がある。
•フォーカス・チャーティングを用いた記録では，ア
セスメントやケアプランと結び付きにくいことへの
疑問がある。
•ケアプランに基づく意図的なケアを展開しているが，
経過記録に記載できていないことへの問題意識があ
る。
•生活場面面接での学びと関連づけ，生活支援記録法
に着目する。

［表４］生活支援記録法を試行した研修受講者の特徴
                （新潟県介護福祉士会ファーストステップ研修の場合）
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◉第４段階：「生活支援記録法」の
チームでの共有・試行・定着の段階
～介護現場の好循環について

　３回にわたる本企画を熟読していただき，引用

文献にあるような筆者が作成してきた教材を用い

ることにより，第４段階から実施することも可能

だと思われますが，ワークブックのような演習用

の教材はいまだ準備できていないため，現時点で

は少なくとも第３段階からの実施をお勧めします。

　 「生活支援（生活場面面接・生活支援記録法）

による実践・OJTを通じた変化」 が示すように，

生活支援記録法を活用した個人の感情・行動・思

考の変化と共に記録を共有することで，組織・チー

ムにも変容が生まれます。第２回で紹介した特別

養護老人ホームこうめの里の実際では，このよう

なプロセスの一部を確認することができます。

　生活支援記録法を試行後，介護の好循環にどの

ように影響したかを評価し，今後の活用のあり方

を検討していきましょう。次に，「生活場面面接

ワークシート」について紹介します。

「生活場面面接ワークシート」の活用

◉「生活場面面接ワークシート」の記入
　「生活場面面接ワークシート」の記入例を表５

に示します。

　ここで，「生活場面面接ワークシート」の書き

方について説明しましょう。

　「生活場面面接ワークシート」は，事例検討の

ための用紙ではありませんので，取り上げる利用

者のプロフィールを詳しく紹介する必要はありま

せん。また，かかわりの始まりから終わりまでの

援助過程をすべて記入する必要もありません。介

護職による利用者とのちょっとしたコミュニケー

ションを手軽に記入することができ，同時にリフ

レクションに役立てることができます。

　利用者とのコミュニケーションのどんな場面で

も取り上げることができますが，利用者とのやり

取りの中で，特にうまく対応できたと考えられる

場面を取り上げると，生活場面面接の効果が実感

できるでしょう。

　記入方法は，表６のとおりです。

◉ロールプレイ
　次に，「生活場面面接ワークシート」を活用し

たロールプレイの方法を説明します。ロールプレ

イとは，役割演技のことを言います。担当した役

割になりきって演技してみましょう。

①「生活場面面接ワークシート」を持ち寄ります。

グループの人数分用意し配布します。

②「生活場面面接ワークシート」の作成者は，そ

こに書かれた言動を中心に，一人芝居のように

やって見せます。「意味づけ」については簡単

に説明します。

③「周りの状況・様子」に出てくる環境（居室やベッ

ド周りなど）を設定します。

④ロールプレイでは，次のような役割を分担し，

役割交代の順番を決めます。

・利用者役（最初は「生活場面面接ワークシー

ト」の作成者が分担します）

・「周りの状況・様子」に出てくる家族などの

第三者役

・実践者役

・観察者役（第三者がいない場合には，観察者

役は２人になります）

※ロールプレイのたびに全員が役割を交代し，

すべての役を経験します。

⑤「生活場面面接ワークシート」の作成者は，次

のような順番で役割を交代します。

　１回目（利用者役）→２回目（家族などの第三

者役）→３回目（観察者役）→４回目（実践者役）

⑥ロールプレイは，「生活場面面接ワークシート」

の「周りの状況・様子」「利用者の言動」「援助

者の言動」の部分を基にやりとりを行います。

「生活場面面接ワークシート」の活用
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それぞれ臨場感あるロールプレイを行ってくだ

さい。

⑦ディスカッションを行います。１回のロールプ

レイごとに，次の⑧，⑨のようなディスカッショ

ンをします。目的や時間に応じて，メモを記入

しておき，全員の役割交代が終わった後にまと

めてディスカッションする場合もあります。

⑧ロールプレイ終了後，それぞれの感想を述べます。

・家族などの第三者役や利用者役は，家族や利

用者の思いと共に，ホームヘルパー役の言動

について，感じたり考えたりしたことを話し

ます。

・観察者役は，利用者役や家族などの第三者役

の言動を踏まえ，ホームヘルパー役の言動に

ついて感じたり考えたりしたことを話します。

・実践者役は，家族などの第三者役や利用者役，

その場面を取り上げた理由：利用者の自己表現が見られ，夫のＡさんへの理解が深まるなど多くの効果が得られたため。

事例の概要：Ａさん，65歳の女性。全面介護の状態。ほとんど発語はなく，叫び声を上げるか痛いと訴える程度。夫が時々
見舞いに来ている。

援助目標：①Ａさんの自己表現の促進や意欲の向上，②夫のＡさんへの理解促進と介護意欲の向上。

①夫から，孫からＡさん宛て
に誕生日カードが送られて
きていると聞いていた。

⑥夫は「どうせ，おまえなん
かが見ても分からないと
思って黙っていたんだけれ
ど，孫から誕生日カードが
来ていたよ」とバツが悪そ
うな様子。

⑧夫は誕生日カードをすぐに
見せてくれた。

⑫夫「こいつが笑ったり泣い
たりするなんて。何を言っ
ても分かんないと思ってい
たから何も話さなかったの
に…」

⑮普段は怖い顔をしている夫
の目も潤んできた。

⑰夫がＡさんに「ケアワーカー
さんに手を振らないの？」
と勧めた。

②全く感情や意欲を
示さない。

⑤わずかながら表情
が和らいだ。

⑪Ａさんの顔がほころ
び，カードを握っ
ていたＡさんの手
に少し力が入った
様子。Ａさんの目
が少し潤んできた。

⑱普段ほとんど動作
のないＡさんが手
を振り上げた。

③孫のことを話題に
してみよう。

⑨孫との楽しい思い
出が浮かんできた
のだろうか。カー
ドに書かれた手紙
を一緒に読んでみ
よう。

⑬Ａさんの気持ちに
応えたい。夫との
関係を取り持つこ
とができるかもし
れない。

④「お孫さんは最近どう
されていますか？」

⑦「Ａさんと一緒に見た
いです」

⑩カードの言葉を読みな
がら，「お孫さん，Ａ
さんを大切に思ってい
らしゃるんですね」と
話しかけた。

⑭「Ａさんはいろいろと
分かっていらっしゃっ
て，ご主人とお話しさ
れたかったのかもしれ
ないですね」と，Ａさ
んの手を握り返した。

⑯退出時，「Ａさんの笑顔
が見られたのでうれし
かったです。私も元気が
出ました」と，手紙を見
せてくれた夫に感謝し，
その行為を賞賛した。
⑲「Ａさんには手紙がいい
みたいですね。私もＡ
さんに今日のような笑
顔を見せてもらえるよ
うに頑張りますから」

孫への関心を確認した
●意味・方向性の探索

誕生日カードを見るこ
とを促した
●日常生活素材の活用

孫との楽しい記憶を共有
●安定や元気を呼ぶ
記憶回復の演出

大切にされている実感
を呼び起こした
●大切にされている
実感の覚醒・強化

●世界を拡げる自己
表現の促し

Ａさんの喜びを夫にも
共有してもらえたよう
だ
●家族・生活環境を
やんわりと整える

夫婦間の感情の交流に，
援助者としての率直な
感情を表現してみた
●喜楽の醸成・瞬間
呼応

今日のやり取りの意味
を今後に生かしたいと
考えた
●道筋をつけてつな
げる

（話し言葉は「　」書き）

Ａ．周りの状況・様子
　　（環境）

Ｂ．利用者の言動
話し言葉は
「　」書き(             )

Ｄ．援助者の言動
話し言葉は
「　」書き(             ) (  　           )

Ｅ．意味付け（振り返り）
●印は，生活場面
面接プロセス概念

Ｃ．援助者の
　　思い

［表５］生活場面面接ワークシートの記入例

76 高齢者安心安全ケア 実践と記録 Vol.13 No.3



観察者役が話したことに対して，感じたり考

えたりしたことを話します。

⑨「意味づけ」について検討します。

・ 「生活場面面接のプロセス」  （第１回P.76の

図１）を活用して，生活場面面接における流

れを確認します。

・「意味づけ」について検討します。「意味づけ」

についてグループで合意に達する必要はあり

ません。「生活場面面接ワークシート」の作

成者が考えてきた「意味づけ」以外にも，複

数の意味づけができる場合もあります。

・実践者による意図的な生活場面面接が，利用

者にとってどのような援助につながっていっ

たのかについての理解が深まり，今後似たよ

うな場面で活用できるようになることが期待

されます。

⑩「生活場面面接ワークシート」の作成者は，ディ

スカッションを終えて，改めて感じたり考えた

りしたことを話します。

※本企画で紹介した生活場面面接プロセス概念やカテゴ
リーは，木下康仁先生（立教大学）が提唱したM-GTA

（修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ）とい
う理論生成のための質的帰納的研究法によるものです。

生活支援記録法にチャレンジ

　では，ここで生活支援記録法にチャレンジして

みましょう。次のような場面をどのように記録す

ればよいでしょうか。

◉演習１：叙述体による経過記録を基に
項目をふる（表７，８）

　Ｂさんは，75歳の男性です。認知症のため帰宅

願望が強く，夕食後は決まって不穏状態が見られ

ます。この日も夕食後，居室に誘導してしばらく

した後，様子を見るため，介護職がＢさんの居室

を訪問した場面です。ところがＢさんは居室にお

らず，フロアをうろうろしている姿が見つかりま

す。ケアプランでは，帰宅願望への対応として，

長男と電話で話してもらうことで気持ちの安定を

図ることとしており，介護職は今回も，Ｂさんに

生活支援記録法にチャレンジ

その場面を取り上げた理由：生活場面面接の意図的な活用との関連が分かるように記入します。

事例の概要：年代，性別，要介護度，主な傷病名や障害名，大まかな家族構成など，利用者や家族をイメージできる程度の
内容で構いません。事例検討を目的としているわけではありませんので，事例の概要が分かる程度の最低限の
情報だけ記入します。

援助目標：取り上げた場面に関連する援助目標を記入します。援助目標のすべてを記入する必要はありません。

　援助者と利用者とのコ
ミュニケーションの内容
に関連する，周りの状況
や様子を記入します。
•利用者の周りにある家
具調度品，飾り物，ス
イッチの入ったテレビ
で放送されている番組
内容，ペットなどの様
子

•ほかの利用者などの言動

　利用者の言葉の
ほか，動き，表情，
態度，言葉のニュ
アンスなどを記入
します。

　話し言葉につい
ては，「　」書き
で示します。

　援助者
の思いに
ついて記
入します。

　利用者の言葉の
ほか，動き，表情，
態度，言葉のニュ
アンスなどを記入
します。
　話し言葉につい
ては，「　」書き
で示します。

　援助者と利用者とのコミュニケー
ションにどのような意味があったか
を，現時点で振り返って，その意味
を記入します。
　記入例では，「意味づけ」に対し
て，●印で「生活場面面接プロセス
概念」を当てはめてありますが，自
分の言葉で表現してみるものよいで
しょう。
　援助者のかかわりが，利用者にど
のような援助効果をもたらしたかを
考えてみるとよいでしょう。

Ｅ．意味付け（振り返り）

時間的な順序を示すために，文頭に，①②③…と数字を振っておくとよいでしょう。

場面に時間的な区切りがあれば，このようにワークシートの途中を点線で区切っておけば分かりやすいでしょう。

［表６］生活場面面接ワークシートの記入方法

（話し言葉は「　」書き）

Ａ．周りの状況・様子
　　（環境）

Ｂ．利用者の言動
話し言葉は
「　」書き(             )

Ｄ．援助者の言動
話し言葉は
「　」書き(             )Ｃ．援助者

　　の思い
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長男の声を聞かせて安心してもらおうと意図して

の訪室でした。

　表７は，その時の場面を，叙述体を用いて記録

したものです。「Ｆ」欄には，「様子」と入力され

ています。このような叙述体で書かれた記録につ

いて，生活支援記録法を用いて記録するとどのよ

うになるでしょうか。生活支援記録法で用いる項

目は，次のとおりです。これらの項目を「事項」

欄の該当箇所にふってみましょう。

Ｆ：着眼点，ニーズ，気がかり

Ｓ：主観的情報，利用者の言葉

Ｏ：客観的情報，観察や他者から得られた情

報，反応

Ａ：アセスメント，気づき，判断

Ｉ：援助者の対応，声かけ

Ｐ：計画，当面の対応予定

　ここで生活支援記録法を用いた記録例（表８）

をご覧ください。

　この場面はどのような場面であったかを考えて

みましょう。Ｂさんの帰宅願望に対して，介護職

はＢさんに長男と携帯電話で話をしてもらうこと

によって，Ｂさんの気持ちの安定を図り，安心感

につながっていることが注目できます。

　この場面であれば，「気持ちの安定を図る（こ

とのできた場面）」ですから，「Ｆ」としては，「気

持ちの安定を図る」といった表現にするとよいで

しょう。

　なお，手書きの記録ですと，「Ｆ」欄に相当す

る欄がない場合もありますので，「Ｆ」の内容は，

日付のすぐ下に記入するか，「事項」欄の１行目

に記入してもよいでしょう。

◉演習２：添削例と「Ｆ」の表現を 
考える（表９）

　表９と表10では添削としてのコメントを付記し

ています。研修では，留意点として示したりしま

したが，研修に協力してくださった皆さんからは，

添削の希望もありました。ここでは，添削（コメ

ント）も踏まえ，「Ｆ」について考えてみましょう。

　「Ｆ」には，おおよそ３つの表現があります。

　Ｂさんは「帰る，帰る」と落ち
着かない様子で，フロアをうろう
ろしていた。
　そこで，ケアプランに沿って，
Ｂさんの気持ちの安定を図ること
ができればと，その場で長男に連
絡し，「ご長男さんが電話に出て
おられますよ」と，携帯電話をＢ
さんに渡した。
　Ｂさんは長男の話に納得し落ち
着いた様子で，「泊まってもいい
そうだから，泊まらせてもらいま
す。（長男は）どんなに忙しいん
だろうね」と，うまく説明された。
　長男の声を聞き，安心感を持つ
ことができるようだ。帰宅願望は
繰り返し見られるものの，このよ
うな対応は本人のために続けるの
が望ましいだろう。

月日 時間 Ｆ 事項

○/○ ○：○ 様子

［表７］叙述体を用いた経過記録

Ｓ／Ｏ：「帰る，帰る」と落ち着
かない様子で，かばんを持って
フロアをうろうろしていた。

Ａ：ケアプランに沿って，Ｂさん
の気持ちの安定を図ることがで
きればと，長男と話してもらう
のがよいと考えた。
Ｉ：その場で長男に連絡し，「ご
長男さんが電話に出ておられま
すよ」と，携帯電話をＢさんに
渡した。
Ｓ／Ｏ：長男の話に納得し落ち着
いた様子で，「泊まってもいいそ
うだから，泊まらせてもらいま
す。（長男は）どんなに忙しいん
だろうね」と，うまく説明された。
Ａ／Ｐ：長男の声を聞き，安心感
を持つことができ気分転換を図
ることはできるようだ。帰宅願
望は繰り返し見られるものの，
このような対応は本人のために
続けるのが望ましいだろう。

月日 時間 Ｆ 事項

○/○ ○：○ 気持ち
の安定
を図る

［表８］生活支援記録法の項目をふった場合
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１つ目は，現象をとらえた表現です。

２つ目は，「Ｐ」につながるような表現です。

３つ目は，その他，利用者のニーズや記録者

の気がかり，現象の意味などを表現すること

です。

　表８の例では，「Ｐ」につながる表現であると

言えます。では，表９の場合はいかがでしょうか。

「塗り絵に取り組む」としていますが，これは現象

をとらえた表現です。意味や気がかりをとらえた

表現にするならば，「塗り絵のマンネリ感？」とす

ることもできるでしょうが，この場合，「Ｐ」につ

ながるような表現として「塗り絵の趣向を検討」

とするのがよいでしょう。

　このように，「Ｆ」の表現をどのようにするか

は，記録者の着眼点や力量によって違いが出てき

ますし，生活支援記録法の書きぶりにも影響を受

けます。そのため，「Ｆ」の表現を含めた記録の

あり方について，職場で時間をとってのOJTでは

なく，日常業務を通じたOJTの素材として活用す

ることもできます。

◉演習３：添削例を見て項目を 
再検討する（表10）

　表10は，項目の用い方について検討の余地があ

る例です。今回は，補足の解説をしていますが，

誤りではありませんので，皆さんも考えて，分か

りやすい場面から試みてみましょう。

おわりに
　最終回は，皆さんが生活支援記録法を一人でも

練習をすることができるよう，「生活場面面接ワー

クシート」や「生活支援記録法」の実際について，

具体的に紹介しました。

　事業所ではさまざまな記録用紙あるいは電子記

録のフォーマットを用いて，経過記録をつけてい

ることでしょう。看護記録で普及している方式を

用いている事業所もあることでしょうが，利用者

の変化に富む状況や，援助者による利用者への働

きかけの内容を記録しようとすれば，記録のしづ

らさを感じられていたのではないでしょうか。そ

こで，福祉・介護分野に適した効率的・効果的な

経過記録のあり方として，「生活支援記録法」を

提案してきました。

Ｏ：入浴後も体調がよいようで，テーブル席で塗り絵に取り組ん
でいる。

Ｉ：いつも同じ絵を書いており，マンネリ感があるので，別の下
絵を渡した。

Ｓ／Ｏ：下絵を見て「誰が書いたん？　上手だわ」と感心し，色
塗り作業に進まず。

Ｉ：色鉛筆が整理されていないので，取り組みやすいように，鉛
筆削りをして整え，塗り絵を勧めた。

Ｓ／Ｏ：少しだけ色塗りするが，すぐに手が止まり，新しい下絵
を見ながら，「誰が書いたんだろう」「可愛いわ」と感心して
眺めてばかり。

Ａ：不慣れな絵で見本がないこともあるだろうが，繊細な絵は苦
手な様子。本人にとってはシンプルでオーソドックスな絵が
よいかもしれない。

Ｐ：次回，一緒に取り組める時間を設定し，本人の得意な絵柄や
趣向を探っていきたい。

年月日 時間 Ｆ 事項

○/○/○ ○：○ 塗り絵に取り組む

Ｓ

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ａ

Ｐ

Ｓ

Ｉ

時間的な順序は，「Ｏ」「Ｓ」「Ｏ」となっています
が，このように「Ｓ／Ｏ」として構いません。

これは，「Ａ」に相当する部分ですが，すぐ「Ｉ」
につながっていますので，このように「Ｉ」だ
けでも構いません。もちろん「Ａ／Ｉ」として
も構いませんが，厳密にするのは，それに意義
があり，注目してほしい場合にした方が，本記
録法の効果を実感できます。

時間的な順序は，「Ｏ」「Ｓ」「Ｏ」となっていま
すが，このように「Ｓ／Ｏ」として構いません。

これは，「Ａ」に相当する部分ですが，すぐ
「Ｉ」につながっていますので，このように
「Ｉ」だけでも構いません。もちろん厳密に，
「Ａ／Ｉ」としても構いません。

［表９］添削例から「F」の表現を考える場合
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　「生活支援記録法」は，現在皆さんの事業所で

使われている記録用紙と矛盾することなく，同時

並行的に活用できるものです。また，職場全体で

なく一人からでも，あるいは一人の利用者のすべ

てではなく一部の場面からでも使いはじめること

ができることも大きな特長です。さらに，援助者

と利用者との日常（援助者にとっては日常業務で

あり，利用者にとっては日常生活）のやりとりの

中に専門性が発揮されているととらえ，生活場面

面接についても紹介してきました。

　難しく感じられましたか？　これなら日常業務

の中で実践できそうだ，あるいは自分からでも取

り組んでいけそうだと感じていただけたならば，

とてもうれしく思います。

　生活場面面接や生活支援記録法についてのどん

な些細なご質問やご意見も，いつでも歓迎いたし

ます。

　本稿は，科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）による
「多職種協働に有用な高齢者福祉実践の向上を促進
する『生活支援記録法』の開発と検証」（2011 ～
2014年度，研究代表者　嶌末憲子）および「地域包
括ケア時代のソーシャルケア発信型IPWに好循環を
生む生活支援記録法実証研究」（2015 ～2017年度，
同上）の研究成果の一部です。

【今後について】

　『真・介護キャリア』（2016年５・６月号，日総

研出版）にて，「介護プロフェッショナルキャリ

ア段位制度における支援経過記録の重要性～効果

的な実践とOJTの観点から生活支援記録法への期

待～（仮）」を寄稿の予定。
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年月日 時間 Ｆ 事項

○/○/○ ○：○ 会議の一員として参加 Ｏ：フロアのテーブル席でユニット会議に参加した。

Ｏ：ユニット職員，他職種にも囲まれるが，日頃のかかわり
で馴染みの関係になることから，萎縮することなく，緊

張感や違和感なし。落ち着いている。

Ｓ／Ｉ：会議の合間に「私なんか何にも分かんないよ。頭悪
いから…」と発言あり。周りの職員より「Ｂさんはそのま

までいいですよ。どっしりしておいてください。重役で

すから」などと声をかけられ，会議は支障なく進行した。

Ｏ／Ａ：会議時間中，終始落ち着いており，会議の内容は理
解できないながらも，職員の輪の中で，自然な形で一緒

に過ごした。

／

Ｏ「Ｏ」が２つ続いています。このままでもよいし，
１つの「Ｏ」にまとめてもよいでしょう。

ほかの職員の発言は，記録者から見れば，「Ｏ」とし
て取り扱うのがよいでしょう。したがってここは「Ｓ
／Ｏ」となります。もし記録者自身がＢさんに声をか
けたのであれば，「Ｓ／Ｉ」となります。

記号が「Ｏ／Ａ」となっているのは，おそらくこの部
分を「Ａ」としたためでしょう。このままでも構いま
せんが，「会議の内容は理解できていない様子であっ
たが」と，記録者による観察内容を表現したものと解
釈するならば，「Ｏ」だけでもよいでしょう。

［表10］添削例を見て項目を再検討する場合
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